
大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

フリースクール等こどもの居場所に係る支援の在り方の方向性

相
談
支
援
体
制

情
報
提
供

１　全児童生徒に配布
　・　かごしま子ども・若者総合相談センター周知
　　のためのカードを毎年配布（子）
　・　かごしま教育ホットライン２４周知のための
　　情報を毎年データ配信（教）
　・　各市町村における不登校相談窓口周知のため
　　のリーフレット等を毎年配布（市）

２　県ホームページに掲載
　・　かごしま子ども・若者総合相談センターを周
　　知（子）
　・　フリースクール一覧を周知（子）
　・　不登校支援ガイド，主な相談機関一覧を周知
　（教）

３　市町村ホームページに掲載
　・　各市町村における不登校相談窓口を市町村ホ
　　ームページで周知（市）

【実態調査】
・　保護者は「学校以外の勉強場所の情報提供」（39％)，「学校以外の
　居場所の情報提供」(34％)，「学校以外の相談場所の情報提供」
　(20％)を求めている。
・　１冊で色々な機関の情報や利用者の声等が分かると助かる。

【協議会・部会】
・　情報を１つにまとめるだけでなく，その情報を全部の相談機関が掲
　載する方が多くの人の目に触れるのではないか。
・　情報を一覧表にした時にどんな要素を入れるかが重要。多様な学び
　にこのようなものが必要であるということを目的にして，ここが１番
　うちのフリースクールが重要視しているというのが一目で分かること
　が利用する方にとって目安になるのではないか。

○　情報提供内容が不十分
○　フリースクールの具体的な内容が不明瞭

【実態調査】
・　支援，相談先が一覧になっているものを予め提示して欲しかった。
・　全てが混乱しているタイミングで，自分で情報とって繋がることは
　難しい。

【協議会・部会】
・　みんなが同じように情報を知っておけるような体制づくり
【ヒアリング（保護者）】
・　自分でフリースクールを調べる前に，もっと分かっていたら負担も
　少なかった。
・　フリースクールのホームページまでたどり着くまでが結構長かっ
　た。

○　情報周知の方法が不十分

○　相談場所，教育支援センター，フリースクール等の詳
　細な情報を１つにまとめて提供

○　１つにまとめた情報を全ての市町村の担当窓口や相談
　機関のホームページに同じように掲載

○　不登校に関する相談窓口やフリースクールの情報を福
　祉と教育が連携し，互いの持っている広報手段を活用し
　て情報を各家庭に周知

○　市町村教育委員会と連携して，相談窓口や居場所等の
　情報を効果的な方法で周知
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大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

相
談
支
援
体
制

相
談
窓
口

１　相談窓口
　・　かごしま子ども・若者総合相談センター
　・　児童相談所
　・　在籍校
　・　スクールカウンセラー
　・　スクールソーシャルワーカー
　・　かごしま教育ホットライン２４
  ・　かごしま子どもＳＮＳ相談
　・　鹿児島県総合教育センター
  ・　鹿児島県こども総合療育センター
  ・　鹿児島県精神保健福祉センター
　・　障害者基幹相談支援センター
  ・　生活困窮者自立相談支援相談窓口
　　（くらし・しごとサポートセンター，自立相
　　　談支援機関，福祉事務所等）
  ・　社会福祉協議会　　等

２　相談体制強化のための支援
　①　研修会
　　・　不登校の支援者（教員，スクールカウン
　　　セラー，スクールソーシャルワーカー，市
　　　町村子ども福祉所管課，ＮＰＯ法人等の民
　　　間支援団体等）を対象とした支援能力向上
　　　を目的とした研修会（子）
　　・　ＮＰＯ法人等の民間支援団体を対象とし
　　　た支援能力向上や団体経営の安定を目的と
　　　した研修会（子）
　　・　スクールカウンセラーやスクールソーシ
　　　ャルワーカー，教育支援センター指導員を
　　　対象とした支援能力向上を目的とした研修
　　　会（教）
　②　アドバイザー派遣
　　・　フリースクールを対象とした支援能力の
　　　向上や居場所の運営等に関するアドバイザ
　　　ーの派遣（子）

【実態調査】
・　スクールカウンセラーの専門性が低い。
・　支援者の質の向上が必要
・　相談して解決の糸口を見つけられない。
・　具体的な方法を一緒に考えてくれるところは少ない。

【協議会・部会】
・　学校やスクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカーが迷っ
　た時に一緒に考えてくれる多機関連携とコーディネーションが必要

○　相談対応や支援者の専門性や質の向上が必要

【実態調査】
・　保護者の交流や情報交換の場が欲しい。

【ヒアリング（保護者）】
・　親としての学びみたいなものがあればいい。

【協議会・部会】
・　いつ，どのタイミングで相談したら良いか，どう相談すればいいか
　分からないという方もいらっしゃる。
・　最初は情報が欲しい。情報提供を丁寧に行うところが方向性として
　出てきて，そのあとのステップとして家族会とか学びとか交流が出て
　くる。

○　保護者の情報交換の場が必要
○　相談のやり方・タイミング等が分からない保護者も存在

○　相談窓口や施設スタッフの資質を向上させる学びの場
　の機会を提供

○　スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー
　について，心理・福祉の資格を持つ者を採用

○　教職員，スクールカウンセラー，スクールソーシャル
　ワーカー等が支援に困った時に相談・コーディネートで
　きる体制を構築

○　保護者に対して学びや交流の機会を提供

2

資料４



大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

相
談
支
援
体
制

連
携
強
化

１　フリースクールからのアプローチ
　・　各フリースクールが，独自の様式により，児
　　童生徒のフリースクールへの通所記録等を作成
　　し，在籍校に提供（各フリースクール）

２　学校・市町村からのアプローチ
　・　各学校や市町村教育委員会がフリースクール
　　を訪問し，児童生徒の活動状況等を確認
　　（教，市）
　・　不登校児童生徒への支援の在り方について教
　　育関係者とフリースクールが情報共有するため
　　の場として教育機会の確保に関する意見交換会
　　を実施（教）

【実態調査】
・　在籍校と月１回以上連携している施設は全体の43％
・　何か所も回って子供の状況を話すのがとても苦痛
・　相談機関にネットワークがあり繋がっていれば負担が少ない。
・　最初から子供の経緯を説明するのが苦痛
・　教育委員会と各部署の連携が取れていない。

【協議会・部会】
・　フリースクールと連携するのであれば，どういう形で保護者の気持
　ちを聞き出していくのか施設側に聞きたい。
・　不登校になった親が相談に行ったときに，不登校になった原因や流
　れが分からないのに，説明を求められ，それで疲れてしまう。仕事の
　休みを取って相談しているのにきつい。
・　出席認定が学校によって違うなど，保護者としてその辺が負担とな
　らないように取組を強化する必要がある。支援の在り方の方向性とし
　ては，ここがうまく機能することが重要。

【ヒアリング（保護者，施設運営者）】
・　学校が使用している教材があれば子供にも同じように使わせてやり
　たい。
・　学校に何度も通ったり，子供たちの様子を見にきてもらうなど，出
　席認定までの第一歩が長かった。
・　通所証明の様式が定まっている学校と定まっていない学校がある。

○　学校，フリースクール，関係機関の横連携の課題
○　授業の進捗等が充分伝わっていない。
○　出席認定や書類（手続）に対する負担等

○　フリースクールと在籍校やその他の関連機関が連携を
　強化し，子どもと保護者に対するきめ細やかな支援を実
　施

○　関係機関と連携強化を図るための場を提供
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大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

１　保護者の経済的負担
　・　フリースクール等の施設利用にかかる費用に
　　ついては無料～４万円超と施設によって様々
  ・　世帯の状況（生活困窮世帯，きょうだいの利
　　用）によって施設の判断で減免（無料）にして
　　いる施設もある。（22％)
　・　体験活動費等は別途必要に応じて徴収
　・　遠方の施設に通所するには交通費がかかる

【実態調査】
・　保護者がフリースクールを利用しなかった理由として「利用料が高
　い」（20％)
・　利用料がかかり家計への負担が大きい
・　フリースクールは，本人が望んでも経済的に利用できない。
・　移動する施設への交通手段が負担
・　子供が低学年だと，預け先の確保が困難
・　親は仕事を制限，復学の可能性があるため校納金を払う。自宅で過
　ごすため食費や光熱費もかかる。

【協議会・部会】
・　フリースクールを利用したいが経済的な負担が大きいと聞くことが
　多い。
・　子どもたち全員の多様な学びを経済的な面でどう支援するか，議論
　が必要
・　家計がひっ迫していなくても，利用料が高いという理由でフリース
　クールを考えない保護者は結構いる。

【ヒアリング（保護者）】
・　バスや電車を乗り継いでフリースクールに通うのは，経済的に大変
・　フリースクールに通うための学割申請は難しい。

○　施設利用料，交通費の負担がある。

　地域の実情をより正確に把握している市町村と連携し
て，義務教育段階の不登校児童生徒の多様な学びを支援

○　フリースクール利用希望者への経済的支援

○　保護者に対して学びや交流の機会を提供
　

○　市町村教育委員会と連携して，相談窓口や居場所等の
　情報を効果的な方法で周知

世
帯
へ
の
支
援

世
帯
へ
の
支
援

相談支援体制の一部再掲

相談支援体制の一部再掲
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大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

施
設
へ
の
支
援

施
設
の
運
営
支
援

１　施設の運営費収入の例
　・　施設利用料
　・　寄付
　・　日本財団，福祉医療機構等の助成金
　・　ふるさと納税を活用したガバメントクラウド
　　ファンディング
　・　他事業と併せて実施（放課後等デイサービ
　　ス，行政からの委託事業等）

【実態調査】
・　フリースクールの課題として「運営資金確保」（２位）
・　フリースクールの資金確保，運営費の課題は常にある。
・　助成金の書類作成も大きな負担で申請できない。
・　運営側も半分ボランティア，奉仕で運営している状況

【協議会・部会】
・　施設への支援を制度化すると，施設の多様性を制約してしまうこと
　にもなる。
・　フリースクールを運営されている方はおそらく１番苦手なことで気
　になっている部分でもあるだろう。あまり強くは言われなかったが，
　政策として行って欲しいという思いはすごく感じた。

【ヒアリング（施設運営者）】
・　発達障害や学習障害の方は１対１や場所を分けて指導するので人員
　が必要だが，人件費もかかるので増やせていない。
・　スタッフ１人あたりの給料はまだまだ十分ではない。
・　スタッフには長く仕事を続けていただきたいので，安定した雇用が
　一番の課題である。
・　マンスリーサポーターの多くは１ヶ月に２千円の寄付だが，送迎，
　昼食を考えると２千円以上の負担はかかる。

○　施設の運営資金確保が困難
○　助成金の手続等が負担
○　人件費，安定した雇用が課題

　施設の安定的な経営につながる自主的取組の促進

○　フリースクールが経営面で自走できる仕組みを構築

○　フリースクールへの経済的支援

○　フリースクール同士が運営方法について情報共有でき
　る仕組みを構築

ア
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大項目 項目 支　援　の　現 　状
（子：子ども政策局，教：県教委，市：市町村教委）

課   題
（実態調査，協議会・部会の意見，ヒアリング結果）

支援の在り方の方向性

施
設
へ
の
支
援

担
い
手
確
保
・
資
質
向
上

１　担い手確保（資質向上）の支援
　①　研修会
　　・　不登校の支援者（教員，スクールカウンセ
　　　ラー，スクールソーシャルワーカー，市町村
　　　子ども福祉所管課，ＮＰＯ法人等の民間支援
　　　団体等）を対象とした支援能力向上を目的と
　　　した研修会（子）
　　・　ＮＰＯ法人等の民間支援団体を対象とした
　　　支援能力向上や団体経営の安定を目的とした
　　　研修会（子）
　②　アドバイザー派遣
　　・　フリースクールを対象とした支援能力の向
　　　上や居場所の運営等に関するアドバイザー
　　　の派遣（子）

【実態調査】
・　人材不足で勉強に関する子どもたちの希望に添えていない。

【協議会・部会】
・　教員免許を持っている学生の就職先としてフリースクールの存在は
　大きくないため，学生に対する周知も検討すると良いのではないか。

【ヒアリング（施設運営者）】
・　支援に関する信憑性や裏付けが持てるように，有資格者を雇用する
　ようにしている。

○　フリースクールにおける人材確保が困難

【実態調査】
・　フリースクールの課題として「人材の確保が困難」(１位),「スタッ
　フへの研修が不十分」（４位）

【協議会・部会】
・　施設に来ていた利用者がそのままスタッフとして育成されている例
　もある。成長を促す居場所の作り方というものもあるので，外部から
　人を雇うだけではなく，経験を積み担い手になって次に繋がっていく
　という流れもあると思う。

○　フリースクールではスタッフへの研修が不十分

　施設の質の向上や機能充実につながる取組の促進

○　人材確保のために，フリースクールの活動を紹介する
　場を提供

○　相談窓口や施設スタッフの資質を向上させる学びの場
　の機会を提供
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